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　　　　　　芳香性生 薬の 活性酸素 に対 する作用 （1）
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　目的 ・フ リーラ ジ カ ル の 一
っ で ある活性酸素が炎症 、 虚血、 放射線障害、 老化の様な種々

の 疾患に 関与 して い る事が示唆 され て い る 。 又 、 活性酸素に よ る細胞膜脂質過酸化か ら細

胞障害 （例えば赤血球障害）が 起 こ る事も確認され て い る。 ラ ジカ ル の 電子捕捉をす る作

用の ある物 として は α
一トコ フ ェ ロ ール

、
ア ス コ ル ビ ン 酸 、

カ ロ チ ノ イ ド
、

フ ラ ボ ノ イ ド

な ど天然物由来の 化合物が認め られて い る 。 今回は脂質過酸化が認められ て い る茴香 、 莪

蓮 、 桂皮 ， 丁字、 橙皮につ い て superoxide 及び ラ ジ カ ル に対す る作用に っ い て 検討 した 。

　方法 ・茴香 、 莪蓮 、 桂皮 、 丁字 、 橙皮の 水性 エ キ ス を作成 し各生薬 エ キ ス 1、 0．1、 O．Ol

  ／ml の 濃度で 以下の実験に 供 した 。
　 superoxide に 対す る作用 、 今成 らの xanthineoxi −

dase法を 用 い て 検討 した 。 ラ ジカ ル に対す る作用 とし て は 、 1、 1−dipheny　1−2−picrylhyd−

razyl （DPPH ）法を応用 して検討 した。 すな わち反応20分後の 0．1MDPPH ラジ カ ル の

517nm に お ける吸光度減少を測定 しラ ジカ ル除去の 指標とした 。

　結果 と考察 ・ superoxide に対する作用は 、 茴香 、 桂皮 、 丁字各 1  ／血1で 70％以上の su −

peroxide生成抑制率が認め られた 。 莪蓮 、 橙皮各 1  ／dlの superoxide 蜥 1率は低か っ

た 。 また、こ の抑制率は濃度に依存して高くなる事が 認め られた 。 DPPH ラ ジ カ ル に対

して は 、 桂皮 、 丁字各 1  ／皿1で著明な吸光度の 減少が認め られたが 、薗香 、 莪蓬 、 橙皮

各 1  ／m1 で は著明で なか っ た 。 また 、 こ の 吸光度の減少は 、 濃度に依存して 大きか う た 。

以上 の 事か ら 、 桂皮、 丁字に は superoxide 生成抑制作用及び ラ ジカ ル 除去 作用の あ る こ

とや茴香 に は superoxide 生成抑制作用 の ある事 が示唆された 。 又 、 芳香性生 薬で も、 莪

蓬 、 橙皮に は 、 そ の よ うな作用の ない事が認め られた 。 桂皮 、 丁字 の superoxide 生成抑

制作用 は ラジカ ル 除去 に よ る もの と思われ る。 また 、 茴香の superoxide 生成抑制作用 は 、

ラ ジ カ ル 除去で はな い作用に よ る もの と思われ る 。

　結論 ・ 桂皮 、 丁字に は superoxide 生成抑制作用及びラ ジカ ル 除去 作用 の ある事が 認め

られた 。 また 、 芳香性生薬で も莪蓬 、 橙皮には 、 そ の よ うな作用は認め られなか っ た
。
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